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（ ．
」コ．

ξ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

団、

鬟
ξ
》

ξ
監

鎚

恥

O
§．、

§
ミ
こ
§
霧

罫
身
自

国
り

壽
ぎ゚
。°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
．

　

　

兮

葺
h

羣｝
；、
暮
。

三「
厂

ε

　
OO

§．馬
§
ミ
〜

§
s
螽へ
曇
Oc
巨．【

亀
゜・

o
≧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（

　

　
ご

　

　
）

（ ．｛一．

q°）

＾

こ
ミ

ミ
毳
鬟

9
声・
・

葺
・・

（

　

ご

　

）

（ 、
惇

ε

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田、
雪
旨
気

H）

き

琶
達

鎚

ご、
〜・
ぎ

§
ぎ

9
ミ

§・
＆

｝

塞・

　

　

へ

ξ
・」

琶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ピ、
舘
じ

ξ

9，
嘗

」・

皀
費・°

−

負

鼕、卜
吏
。

こ
ミ

§
さ
竃

篝

…
（

（）
畧、・、
ヨ
〉

・

・°

ズ旨

ぎ
芭

ご

貸

蓉
ミ

§
。

贈

き
毳
§
塞

鼕

こ
農

ミ
ぎ
（

）

目

罎

謬
舅゚

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

野
富
。゚

し

乞

。

ミ
℃

ミ
。

ζ
§
帆

『

羨
募

夢
斈・

（

。

堯
靠
・

三
（
］

苫」

芭

．
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一

一

Q
奨

§
ミ
ミ

黛
鞭

嵐

お
貸
凡

鞏
＄

冒
呂

国
》

レ

罫

　

　

　

　

　

　
へ

こ
｝
ヒ
肱『い
し

記

Q
聴

ミ
ミ
o
苔

ミ
§
脳

£
毎

］

〕
ン

裟

≧

　

　

　

　

　

　
　

　

QW
｝
H

あ
゜駈

）゚

富

O
鵠．
§
ミ
9
甲

偽

ミ

ミ
ミ
戚

緯

ミ
＄

oc
日肖
髯
尼

望
彰゚

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
（

O
男

日

ζ
〉

呂

寝

も

篇
ジ
→」
劣゚

）

困

宀

Q
雫

袋
轟

黛
c
§

悔℃．∩
鳶
、、
竃

毳

舅
》
日

円

ド
α

O
、へ
§
賢
o
詰

ヘ

ミ
嘘

詠

切
臣

匿

Ub
冖
こ

一

〇

Q
寿

§
喚

ミ
學

層

ミ
ミ
ミ
o

ミ
啅．
§

鵜
日
H

言
ト

出
c

字

　

　

　

　

　

　

　
　

曷
塑

巨
＝

望

匡

言
喝
O

蔓
銭
9
糖塾

戸

刈

b
（

寒
『

覊
職
烋
晩

秘
O
丶
亀

象
ミ
耽

鵬
8
図

自

需
O
宮゜

HGQO

變

嘘
町
q
苳

き

霪
戔゚
・

、

8蛛
曽．
o
急

ミ
恥

（

ω
臼
H

≦
勹
雛

o
髫

Y

〕

甲）
・
の

嘘

尊
6
蕁

貯
寒

ミ
璽

 

嵩

ミ
富
息
零
物

O
討

フ
角

｝
営’

　

　

　

　

　

　

幣
巴

日
ξ

頃
げ

鬟
客
げ
c3

ε（
喜

峯

鬘

さじ

O

諢
丶

避
起
o
丶〜
も

斜
§

ミ
鍔
賜

撃

　

　

　

　

　

　

　
　

』、
咎

皀
鵠
窯

 
o
箒

8
皀
聟
霧．

bD
一

QS
、
ミ
ミ
O
羹

箋
 

題
寝
さ

蔦
象
（
回）
レ
屠
レ
評

（

O
範
ヒ

搴
22

客
）

（

O
巨

春
竃
艶

渇

寝
）゚

（

○
澪．一、
躍
卜
累

客
）

（

舜

d
し

ρ「
押

ご．
）

（
影

ヒ覧
霧゚
）

（
日
、

q．
）

（
O
畧
日

竃
レ

渚

匿
し

（

属

と」
鏐゚
）

に

悼

QS
．
ミ
黛

ε
§．
隊
賊

ミ
偽

ミ

§丶
シ

C
国
6
家
p
裟
z．

ゆ”
申

 
馬

蔑
o

罰

§（
ミ

翁

餡層

　

　

　

　

　

　

　
　

蛸
卿

窰
⇔
気

←冒
巴

β

巳（）冒
二
創

飴

に

虧

 

ミ
ミ

§
Q
き

象

ミ

欝
二
や

喫

會
塁

じ
b
事
ζ

卜DOh

恥

§
ミ
ミ．
嘘い
き

ミ
o

暴
o ロ

日
H
嵐
男
Q・
02

。

b30

 （き
§
§
9
＝
鋭

誉
忌
竃
嵩
恥

滂
（

ご
ビ一

頃
 
ン

5Ψ

（

○
巨
B
室
ド

客

2
し

　

　
（ 、
戸

d．
）

（

○
匿
弓

竃
〉

彡

累
）

　

　
（
円

』．
）

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

（

貯
o

巨

隊

霧
『

≦
9
巽

）

（

ら゚

d。
）

（．
浮

q
は

瓜
田

友

衞
な

り
〕

鹿
兒
島
灣
に

於
け

る
蝦
類
の

分
布

（

論

　

　

設
∀

　
O
鹿
兒

島拑
縣

に

産
す

る

蝦

類
及

其
分

布
に

就
て

　
（

瓜

田
）

　

鹿

兒
島
灣
に

棲
息
す

る

蝦
類
は

こ

れ

を
分

布
上

即
ち

接
怠
區

域

の

上

よ
b
考
ふ

れ

ば

次
の

三

群
に

分
つ

を

便
な

b
と
す

。

　

第
一

群
は

概
ね
左
の

七

種
に
て

干

潮
時
に

露
禺

す
る

砂
底
叉

は

砂
泥

質
の

海
底

よ
り
四

五

尋

位
の

淺

海
に

産
す
る

種
類
な

り。

　

鬥

サ
丶

良

疉
恥

き
範
懃
吮

象

ミ
き

鎗
（

顕’
ヴ
同

口」
裳
思

団一
U
毒
卜
装
O
毋

ソ

モ

エ

ビ

　

b塾

蓐
§
V

題
寒
O
詠
璃

・
ミ
O→
8
“

吟ヤ，
O
躰

（
句
｝
寓

房
HOHd

の
）幽

　

ヨ

シ

エ

ゼ

　

q ゆ

 
応

§
鳧
即
゜。

薯

毫
O
凄

ざ
零
簗

ω

尾．

膨
銑

弓
翻▼

　

　

　

　

ク

川

マ

エ

ビ

　

恥

悔
ミ

義
塞
N

ミ
舞

ミ

§
ミ
沁

国
蜜
国

瑟
Od

爵‘

　

　
フ

ト

ミ

ゾ

エ

ビ

　
凱

℃
へ

無
ミ

ミ
O
ぎ

鴬ヘ
ミ
鼠
鐵
恥鴇
窮

∪
曷

国
｝
＞

2°
　

　

　

　

　

ス

ヂ
　
エ

　
ピ

　

ぴ

、

ミ
ミ

瀁
o
蕁

楓
変

ミ
o

謡
o
寒
毎

（

○
，
弓

嵐
誤
名

宕
y

　

S

お
憲
浮

璽
§

詠
N9

ミ
曹
禽

管
）

詈

謬
｝
匿

y

　

　

　

　

　
タ

ナ

ガ

エ

ピ

　

以

上
の

内
初
め

の

四

種

は

幼
時

干

潮
時
に

露
出
す
る

断
に

棲
息

す

る

も
生
長

す
る

と
共

に

沖
合
に

出
で

て

棲
息
し
「

ク

ル

マ

エ

ビ

」

「

フ

ト

ミ

ゾ

エ

ビ
」

の

如

き
は

三

四

十
尋
の

海
底
よ

り

漁

獲
せ

ら

る

≧

事

稀
な

ら
キ

。

然
れ

共
一

般
に

淺

所
に

多
　
棲
息

し
鹿

兒
島

市

甲

突

川
河
口

沖

深
さ

約
五

尋
の

砂

底
は

鹿

兒
島
市

附
近
に

於
け

る

皿、
ク

ル

マ

ェ

ど

」

「

フ

ト
ー
丶
ソ

エ

ど
．」

の

唯
一

の

漁

場
な

b
と
す

。

「
ヨ

ス

ヂ

エ

ピ
」

「

テ

ナ
ヴ

エ

ゼ
」

は
一

二

尋
以

内
に

多
く

殊
に
「

ス

ヂ

エ

ビ
」

は

河

川
叉

は

河
口

附
近
に

居
る

を

普
逋
と
す
。

　

第
一

群
の

蝦

類
は

鹿

兒

島

灣

に
て

は

其
の

産

額
至

て

少
な

く

毒
エ

ビ

冫
ル

マ

エ

ビL「
フ

ト

ミ

ゾ

エ

ギ
及

 

ミ
ミ

ミ
ξ
臺
§
凡

。

搴

は

こ

れ

を

毒
場

に

見
る

を
珍

ら

し

と

せ

ざ
る

も

「

ヨ

シ

エ

ビ
」

コ

ス

ヂ

エ

ビ
L

「

テ

ナ

ガ
エ

ビ
」

は

至

つ

て

少

な

ぐ

特
に

「

ヨ

シ

エ

ビ

」

は

北

部
鹿
兒

島
灣
の

北

岸
に

少
量

杠

見
ら
る

≧

の

み

に

て

鹿

二

三
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へ

論

　

　
詭
）

　
0
鹿
兒

島

縣
に

産
す

る

蝦

類
及

其

分
布
に

就
て

　
（

瓜

田
）

　

兒
島
魚
市
場
に

て

は
「

フ

ト

ミ

ゾ

エ

ビ
」

「

ク

〃

マ

エ

ピ
」

に

混
じ

　

て

稀
れ

に

一

二

疋
を

見
出

し
得
る

の

み

な

り
、

　

　

第
二

群
の

蝦

類
は
十

尋
内
外
の

砂
質
海
底
に

群

棲
す
る

種
類
に

　

し
て

　

さ
監

§
§
§
窮

ミ
Q

黛

§
誤凸

「

モ

ギ

エ

ビ
」

§妹
§
§
§
瑟

　
範

ミ
ミ゚

「

キ

シ

エ

ゼ
」

最
も

多
く

蓐
ミ
§
ミ
鬢
へ

§
§
馴

偽・

「

ト

ラ

〜
　
エ

ゼ
」

こ

れ
に

次
ぎ

辱〔
ミ
ミ
鳩

§
§
羨

§
盞
斗．
o
敦

嵐
静

「

サ
川

エ

ゼ
」

　

も
亦

少

な
か

ら
す。

此

等
の

蝦

類

中
に

少

量

の

霞
ミ

§
§
騎

§

　
9
鳶

象

窯
黛

　
「

ア

カ

ヱ

ゼ

」

　
こQ
母

鴫
O

ミ、
乱
象

器
q

警
嘘．°

「

シ

ヤ

ツ

エ

ピ
」

　

撃
貯
圏
鳴

菩

さ
霍
頃

〜
9
§
ミ
象
転

謡
騨

「

ホ

ツ

コ

ク

ェ

ビ
」

」
く
軋

浮
S

馬

翫
零

ミ
9

　
S
舜

融
乱

ミ
箋

罠

§
母
畠
軸

憶

鬢

及
○

導
σqo

昌

の

種

類
等
を

混
す

。

　

　
此

等

第
二

灘
の

蝦
類
は

北
部
鹿

兒

島
灣
に

産

す
る

事

稀
れ

に

し

　

て

全
く

産
せ

す
と
云

ふ

も
遏

言
に

あ

ら
ざ
る

べ

し
。

漁

場
は

南
部

　

鹿

兒

島
灣
沿

岸
一

帶
に

て

可
な

り

多
量
に

産
す
る

地
方

あ
り、

例

　

は

肝
屬
郡

花
崗

村
古
江
に

て

は

第
二

群
の

蝦
類
の

剰
蝦
は

主

要
海

　

産
物
に

↓
て

多
量
に

漁

獲
せ

ら
れ

だ

る

時
は
一

年
に
一

萬
斤

以
上

　

に

逹

し
少

き
年
も
三

四

千
斤

を
降

ら

す
と
云
ふ

。

鹿
屋

町

高
須
に

　

て

は
一

ケ

年
に

生
蝦
と

し
て

百
餘

石
煮

干
蝦

と
し
て

三

四

千
斤
を

　

産
出
す
る

を
普
逋
と
ず

と
云

ふ
。

　

　

鹿

兒
島
灣
東

岸
の

主

産
地
は

前

述
の

花
崗

村
古
江．

鹿

屋
町

高

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

須
の

外
に

新
城

村
を
數
ふ

ぺ

く
西

岸
に

あ
b
て

は
山

川

村、

指

宿

　

村
港
及

多
良
に

多
く

漁
せ

ら
れ

谷
山

村
こ

れ
に

衣
い

で

漁
獲
高

多

　

し
。

　

　

漁
期
は
普

逋
春

夏
の

交
に

し
て

四

五

月

を
盛
漁
期

と
す
る

も
冬

　

期
よ
b
綱
を

曳
き

初
め

て

餌

用
と
し
叉

秋

遲
く

ま
で

漁
す
る

所
あ

二

四

り
、

例
ば

肝
屬
郡
大

根

占
附
近
に

て

は

冬
期
こ

れ

を

獲
り

て

延

縄

の

餌
と

す。

叉

鹿

見
島

市
附
近
に

て

は

款

季
ま

で

蝦
網…
を

曳
く
も

六
月

頃
に

は
「

 
シ

エ

ビ
」

影
を

潜
め

八
月
九

月
十
月

頃
は

「

モ

キ

ェ

ビ
」

【，
ト

ラ

エ

ピ
L

其
の

數
量
を

減
じ
「

サ

ル

エ

ビ
」

其
の

數
量

を

増
加
す
、

　

第
二

群
の

蝦

類
は

前

蓮
の

如
く

大

隅
の

沿

岸
に
て

は
新
城

村
以

南
小

根
占

村
近
く

迄、

薩

麋
港

岸
に

て

は

鹿
兒

島

市
以
南

赤
水
の

鼻
ま
で

多
少

の

産
額
を

見
る。

其
の

漁
揚
の

深
さ

は

淺
き

は
三

尋

深
き

も
二

十

尋
を

超
え

キ、

普
逋
五

尋
乃

至

八

尋
を

其
の

棲
息
地

−
と

す
、

而

し
て

其
の

主
産

地
の

位
置
を

考
ふ

る

に
一

は

薩
摩
國
知

林
島

以
南
よ

り

赤
水
の

鼻
ま
で、

二

は

大
隅

國

古
江

及
高

須
の

前

面
、

三

は

谷
山

村
の

前

面
に

し
て

鼎
足
の

形

を
な
す。

こ

れ

此
の

群
の

蝦
の

棲
息
に

は

淺
き

砂
質

海
底

を
必

要
と
す
る

に

依

る
べ

け

れ

ど
も
亦

灣
内

と
外
海

と

を
交

流
す
る

潮
流
と
の

關

係
を

も
併
せ

考
ふ

る

と

必

要
な

り

と
信

す
。

即
ち

此

群
の

蝦
領
は

海
底

砂
質
に

し
て

潮
流
の

割

合
に

早

き
所
に

好
ん
で

群

集
す

る

も
の

ζ

如

し、

灣
外
よ

り

侵
入

す
る

潮
流
は

狹

き

灣
口

に

て

大

隅

薩
麈
の

爾
岸
を

流
ひ

東
北
に

向

ひ
て

高
須
附

近
に

衝
突

し
方

向
を

西
北
に

轉
じ
て

谷
山

附

近
に

向
ひ
鹿
兒

島

水
道
を

北
に

流
る

≧

も
の

3
如

し
。

潮

流
が

か

く
の

如

き

方
向
に

流
る

る

を
以
て

灣
口
、

高
順
附
近、

谷

山

附

近
は

割

合
に

其
の

流
早
し、

こ

れ

こ

の

群
の

蝦
の

主

産
地、

鼎
足
の

形

を
な

す
所
以
に

あ
ら
ざ
る

か、

只

小

根
占
村

以

南
の

大

隅

洛

岸
は

潮
流

激
し

き

も
沿

岸
岩
礁

よ

b
な
り

此
の

群
の

蝦
の

棲

息
に

適
セ

す、
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r

　
以

上

逋
べ

だ

る

第
一

群

第
二

群
の

蝦

類
の

多
く
は

畫
間

砂
中
に

埋

れ

夜
出
で

て

食
を

攝
る

を

以
て

其
の

漁
業
も

夜
間
に

行
は

れ

俗

に

蝦
網…
と

稱
す
る

小

形
の

手
繰

網
又

は

小

打
懶
網
を

使
用

す
る

を

普
逋
と

す
。

　

第
三

群
の

蝦

類
は

百
尋
内
外
の

泥
質
海
底
に

棲
息

す
る

種
類
な

り
。

　

北

部
鹿

兌

島

灣
の

蝦

類
は
主

と

し
ず、

第
三

群
に

屬
し

ミ
塗

き，

詰

監、
寂

赱
菷
O
窕
寒
寒

象

コ

シ

ア

カ

エ

ビ
）
を

主
5、
し、
の
O丶
ミ

S【、
亀

§

態
7 ，
の

裁
諱へ
聾
き

（

ヒ

ゲ

ナ

ガ

エ

ビ
）

及
N

し

発【
耄
§、〔
N

ミ、
毳

愨｝
ぎ
さ
羹

ミ
5

黛゜

ミヘ
ミ
黜

費
（

オ

キ

ノ

ス

デ
エ

ゼ

）

こ

れ
に

次
い

で

多
く

産
し

少

量
の

　
ミ
翁
帖

§
郵、ヘ

ミ
ミ．

§
（

シ

ラ

エ

ビ
）

を

混
す。

　

南
部
鹿

兒

島
灣
に

て

は
」
v

富
ミ
o

ミ
神へ
。

萋

§．
昏

ミ
（
シ

ラ

エ

ビ
）

を

主

と
し
○。
。、
、

き
§・

ミ
鮮

ミ
§

螽、
 

（

ヒ

ゲ

ナ

ガ
エ

ビ

）

こ

れ

に

次

ぎ
、

少
數
の

　

蓐
野

蕚
曳

ミ
こ
奚

耄鹽

（

オ

キ

ノ

ア

カ

エ

ゼ

）

　
国

、丶
毳
凡

。

劇

ぎ

｝、
→

ミ・
ミ
篝

（

コ

シ

ア

カ

エ

ゼ
）

及
 
、

ミ
心）
ミ
ミ
語

蔑

ぎ
ぐ

轟
困

〔

ヒ

ゲ

ナ

ガ

モ

ド
キ

）

を
混

す
。

　

北

部
鹿

兒
島

灣
に

於
け

る

第
三

群
の

蝦
に
つ

き
て

今
少

し

く
逋

ん

に
「

コ

シ

ア

カ

エ

ビ
」

の

棲
息
地
は

淺
き
は

四

五

十
尋

深
き
は

九

十

乃
至

百
尋
に

し
て

普

逋
五

十
尋

乃
至

七

八
十

尋
の

海
底
な
b

。

さ

れ

ば
北

部
鹿

兒
島
灣
に

於

け
る

此
蝦
の

漁
揚
は

何
れ

も

海
岸
に

近

く

存
在
す、

故
に

こ

れ

を
漁
す

る

に

は

錨
を

岸
に

打
ち
て

小

手

縁

を

使
用
す

。

其
の

量

も
可

な
り

多
く
一

日
一

艘
三

斗

を
漁
す
る

事

珍

し
と
せ

す
と
云

ふ、

一

年
中

其
の

棲
息

を
見

る

も
漁

業
の

盛

期
は

春
よ

ら

夏
の

間
な

り

と

す
。

（

論

　

　
設
）

　
0
鹿
児

島
縣
に

産
す
ゐ

蝦

類
及
莫

分
廊
に

款
で

　
（

瓜
田
）

　
「

と

ゲ

ナ

ガ

エ

ビ
」

は

常
に

前
者
に

混
じ
て

漁
せ

ら
る

ダ

も
の

な

れ
共
［

、

コ

シ

ア

カ

エ

ビ
一

よ
り

多
量
に

漁

獲
せ

ら
る

ζ

事

あ
り

。

十
月

及
十
一

月
頃

は

其
の

盛
漁
期
な

b
。

漁

場
は

「

コ

ン

ア

カ

エ

ゼ
」

よ
b
も
深
く

八
十

よ
う

百

尋
ま
で

の

泥

質
海

底
な

ら
。

而
し

て

其
の

主

要

漁
場
は

二

個

處
に

て

北

部
鹿

兒

島
灣
の

最
深

部
と

一

致
す、

即

ち
一

は

沖
小

島
の

西

南
方

に

し
て

二

は

輻
肉

村
の

西

方
敷
根
村
の

南
方
な

b
、

　【、
オ

キ

ノ

ス

ヂ

エ

ピ

L

は
「

コ

シ

ア

カ

エ

ゼ
」

に

混

す
る

事

珍
ら

し

か

ら
ざ

る

も
割

合
に

淺
き

所
に

非
常
な

る

密
集

園
群
を
つ

く
b
て

棲
息

す．

さ

れ

ば

常
に

は

其
の

漁
獲

高
少
き

も

其
の

團
群
に

遭
遇

せ

ん

か
一

回
の

曳

網
に
て

四

五

斗
に

達
す
る

事

稀

な

ら

す
と
云

ふ，

漁
場
の

多
く

は
海

岸
に

接

近
し

四

五

十

尋
の

所
を

普
通
と

し

澱
き

も

八

十

尋

位
に

過

ぎ

す、

盛
漁

期
は
宀、
コ

シ

ア

カ

エ

ビ

」

と

同

じ

く
春

夏
の

交
な

り
。

　
「

シ

ラ

エ

ビ

」

は

北

部
鹿

兒

島
灣
に

て

は

經
て

僅

少

に

し
て

只

沖

小

島
の

西
南
方
な

る

深
所
に

於
て

時
々

其
の

群
集

を
見
る

事
あ

る

に

過
ぎ

す
と
云

ふ
。

　

南

部
鹿

見

島

灣
の

第
三

群
の

蝦
の

棲
所
は

海
深
に

制

限
せ

ら
れ

其

の

圭

産
地
は

垂

水

村
柊
凛、

喜
入

村
前

濱
及
西

櫻
島
と

す。

　
［

、

シ

ラ

エ

ゼ
L

は

南

部
鹿

鬼

島
に

産
す
る

第
三

群
の

蝦

類
中
最
も

重
要
な

る

も
の

に

し
て

漁
揚
の

海

深
は

百

尋
乃
至

百
ご

十
尋
に

及

び

巣

の

海

底
滑

質
な

り
。

漁

期
は

冬
期
よ

り

翌

春
に

亘

ら

て

盛

な

る

も

夏
期
も

亦
其
の

漁
獲
高
少

し

と
せ

す、

垂

水

村
柊

原
の

産
額

を
見
る

に

盛

漁

期
に

は
一

日
一

艘
一

石
を

漁
す
る

事

珍

し
か

ら

二

五
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へ

論

　

　
説
）

○
奉
弗
産

貝
類

學

名
の

變
更
に

義

て
（

四
）

　
⊃
牛

瀬
）

す
，

　一

個
年
に

は
一

艘
六

七

百
圓
の

漁
獲
高

を
得
る

と

云

ふ
。

　
「

ヒ

ケ

カ

ガ

エ

ピ
」

は
「

シ

ラ

エ

ビ
」

に

混
じ
て

漁
せ

ら
る

る

を

普
逋

と
す
、

其
の

棲
息
地

は
前

種
よ

り

も

淺
く

百
尋
位

を
普

通
と

し
「

ウ

ラ

エ

ビ
」

の
一

網
に

互
一

三

＋

疋
を

混
す
る

を

逋

例
と

す
．

　
「

ヒ

グ
ナ

ガ

モ

ド

キ
」

は
「

シ

ラ

エ

ピ
」

　
酪…

岡
じ

深
さ

に

棲
息

す

る

も

其
の

量
至

て

少
な

（
「

シ

ラ

エ

ビ
」

の
り

網
に

百

疋

位
を

混
す

る

に

過
ぎ

す
、

 
ほ

南
部
鹿
兒

島
灣
の

第
三

群
の

蝦

類
中
に

は

稀

少
「

コ

レ

ア

カ

エ

ビ
」

及
「

オ

キ

ノ

ス

ヂ
エ

ビ
」

を

混
す
る

事
あ

b
．

　

第
三

群
の

蝦
類
は

第
二

群
の

蝦
類
と

異
り

書

商
に

漁
す

る

を

普

醪

二

六

通
と

し

朝
に

初
め

て

夕

に

終
る

。

　

以
上

を

逋
覽
す
る

に

鹿

兒
島
灣
産
の

蝦
類

は

前
逋
の

如

く

第
一

群、

第
二

群、

第
三

群

と
す
る

事
を

得
．

第
一

群
は

殆

ど
南
北

兩

灣
共

逋
な

b
。

第
二

類
の

媛
は

「

モ

キ

エ

ゼ
」

「

キ

シ

エ

ゼ
r

ス
サ

ル

エ

ビ

」

「

ト

ラ

エ

ピ
」

を
主

と
し

其
の

産
地

は

南
部
鹿
兒

島
灣
に

限

ら
る
、

第
三

群
の

蝦
は

フ
ラ

エ

ビ

丶
コ

ア

カ

エ

ビ
」

「

ヒ

ゲ
ナ

ガ

エ

ゼ
」

を
主

と
し
「

シ

ラ

エ

ビ
」

は

南
部
鹿
皃

島
灣
に
「

コ

レ

ア

カ

エ

ど
」

は

北

部
鹿
兒

島

灣
に

産
し
「

、

ヒ

ゲ

ナ

ガ

エ

ビ

」

は

南

北
兩

灣
の

深
所
に

産
す

、

●
本

邦

産

貝

類

學

名

の

變

更

に

就

て
（

四
）

　
（

三

九
） 、

N、
ミ
ミ
ミ
ξ
鼠

ミ」
】
ハq・
τ…

憂
　
は

リ

ン

ネ

以

前
に

つ

き

R、
、
包

黜

§

二
“

○
「

白
じ

客”
一

ご
つc°

を
用
ゐ

る

と

可

と
す、
一

ゼ

ヤ

ウ

ブ

ガ

ヒ

」

屬
。

　
（

四

〇
） 、

閑
、

ミ
§・

の

名

稱

に

つ

き
ヲ

ン

ネ

以

後
の

先
取

權
を

考
ふ

る

に

窰
繕
ぎ
5

罵

2
ド

最
も

古
く、

而
の

て

其

模
式
は、

ト

リ

イ

オ

ン

氏
の

考
へ

し

と
こ

ろ

と

は

全
く

異
り、

本
邦

産
に

あ
り

て

は

「

イ

タ

ヤ

ガ

ヒ

」

の

群
な

る

よ

り

ぎ
ミ

国

霧
舅゚

の

異
名

と
な

る

を
以

て

ト

ラ

イ

オ

ン

氏
の

男
09

曾〕昌

は

q
ミ【
§
漢

冒（）［
蓐

霎

霜
q⊃

 ・

と

改
め

ざ
る

を
得
ざ
る

に

至

れ

り、

因

に

刈
O

ミ

窒」
蹇
客

ま

リ
ン

ネ

以
前
の

名

稱
に

つ

き
無

効
な
b

。

　
（

四
一
） 、

℃
言
5
窪

は

糢

式

と

記

載
と
の

上

よ

り

考
ふ

る

と

き

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

雫

　
瀬

　
與

　
一

　

郎

は、

殼

項
に

近
ー

双

殼
共

に

縫
に

膠
質
を
以
て

連

結
せ

る
一

罅
裂

一
　

を
有
す

る

を
以
て

本

邦
産
に

つ

き

考
ふ

る

と
き
は

「

ス

ヱ

ヒ

ロ

ガ

皿｝

　
ヒ

「
及
び
「

ハ

ず

ウ

ギ

ガ

ヒ

」

の

類
之
に

屬
し、

所
謂

「

タ

ヒ

ラ

ギ
」

一

は
．

ζ
タ

ヒ

一
フ

こ
な

ど
と
共

に

奪
§
（

窰
・

霧
鳥
に

編

　

入

す
べ

き

も
の

な

り
，

　
　

へ

四
二
） 、

 

ぎ
へ

§

は
（

ニ

ケ

の

補
板

を
有
す
）

と
云

ふ

記
載

よ

り

推
し
ず、

せ

ば

本
邦

産

「

・

ホ

ガ

・

」

及
び
・

ウ

・

タ

ご
は

補
板

　

各
唯
一

ケ

を
有
す
る

の

み

な

れ

ば
こ

の

屬
に

編
入

す
る

を
得

す、

　

即

ち
此
の

二

種
は

明
に

b
ミ
蕘
g
ハ
6
Φ

髯
げ）

男

拓

巻
日

 

bっ
0・

屬
中

の

　

種
類
な

り
。

　
　

（

四
三
）

、

≧
ミ

§

と
一

般
に

稱
せ

ら
れ

し
種

類
中
に

は

石
友
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